
番号
内容 実施時期

耐震診断の結果（詳細）
Iso=0.6
X方向 塔屋３ 階 Is＝ 0.02 ｑ＝ 0.09

塔屋２ 階 Is＝ 0.01 ｑ＝ 0.06
塔屋１ 階 Is＝ 0.009 ｑ＝ 0.03

９ 階 Is＝ 0.35 ｑ＝ 1.43
８ 階 Is＝ 0.27 ｑ＝ 1.09
７ 階 Is＝ 0.28 ｑ＝ 1.15
６ 階 Is＝ 0.26 ｑ＝ 1.05
５ 階 Is＝ 0.29 ｑ＝ 1.17
４ 階 Is＝ 0.33 ｑ＝ 1.33
３ 階 Is＝ 0.30 ｑ＝ 1.22
２ 階 Is＝ 0.29 ｑ＝ 1.17
１ 階 Is＝ 0.27 ｑ＝ 1.09

Y方向 塔屋３ 階 Is＝ 0.15 ｑ＝ 0.61
塔屋２ 階 Is＝ 0.10 ｑ＝ 0.42
塔屋１ 階 Is＝ 0.08 ｑ＝ 0.32

９ 階 Is＝ 0.46 ｑ＝ 1.87
８ 階 Is＝ 0.34 ｑ＝ 1.36
７ 階 Is＝ 0.35 ｑ＝ 1.41
６ 階 Is＝ 0.30 ｑ＝ 1.22
５ 階 Is＝ 0.30 ｑ＝ 1.23
４ 階 Is＝ 0.32 ｑ＝ 1.30
３ 階 Is＝ 0.29 ｑ＝ 1.19
２ 階 Is＝ 0.34 ｑ＝ 1.38
１ 階 Is＝ 0.61 ｑ＝ 2.46

耐震診断の結果（詳細）
Iso=0.6
X方向 地下 階 Is＝ 0.67 Ctu・SD＝ 0.79
Y方向 地下 階 Is＝ 0.66 Ctu・SD＝ 0.78
耐震診断の結果（詳細）
Iso=0.8
Ｘ方向 塔屋２ 階 Is＝ 1.58

塔屋１ 階 Is＝ 1.31
Y方向 塔屋２ 階 Is＝ 1.10

塔屋１ 階 Is＝ 0.96
耐震診断の結果（詳細）
Iso=0.6
X方向 ７ 階 Is＝ 1.30 Ctu・SD＝ 1.29

６ 階 Is＝ 0.83 Ctu・SD＝ 0.83
５ 階 Is＝ 0.67 Ctu・SD＝ 0.67
４ 階 Is＝ 0.62 Ctu・SD＝ 0.62
３ 階 Is＝ 0.36 Ctu・SD＝ 0.45
２ 階 Is＝ 0.14 Ctu・SD＝ 0.17
１ 階 Is＝ 0.17 Ctu・SD＝ 0.17

Y方向 ７ 階 Is＝ 0.21 Ctu・SD＝ 0.21
６ 階 Is＝ 0.17 Ctu・SD＝ 0.17
５ 階 Is＝ 0.12 Ctu・SD＝ 0.12
４ 階 Is＝ 0.10 Ctu・SD＝ 0.13
３ 階 Is＝ 0.11 Ctu・SD＝ 0.15
２ 階 Is＝ 0.12 Ctu・SD＝ 0.15
１ 階 Is＝ 0.10 Ctu・SD＝ 0.13

Is=0.009
q=0.03

別表2(3-2)
一般財団法人日本建築防災協会による「既存鉄骨造建築物の耐震診断指針」
（2011年版）

共同住宅

Is=0.66
Is/Iso=1.1
Ctu・SD=0.78

別表2(5-6)
一般財団法人日本建築防災協会による「既存鉄骨鉄筋コンクリート造建築物の耐
震診断基準」に定める「第2次診断法」（2009年版）
鉄骨が充腹材の場合

店舗、
事務所、
共同住宅

別表2(5-3)
一般財団法人日本建築防災協会による「既存鉄筋コンクリート造建築物の耐震診
断基準」に定める「第2次診断法」（2017年版）
ただし、塔屋２階、塔屋１階は「第１次診断」

別表2(5-3)
一般財団法人日本建築防災協会による「既存鉄筋コンクリート造建築物の耐震診
断基準」に定める「第2次診断法」（2017年版）

耐震改修等の状況
備考

【路線名：国道２号】

建築物の名称 建築物の位置
建築物の
主たる用途

耐震診断の方法の名称

南区東雲三丁目６ー１２

中区舟入本町６番地１９

構造耐力上主要な部分の
地震に対する安全性の評

価の結果

メイゾンド川広１

２ 舟入コーポラス

Is=0.10
Is/Iso=0.16
Ctu・SD=0.12

Is=0.96
Is/Iso=1.2



番号
内容 実施時期

耐震改修等の状況
備考

【路線名：国道２号】

建築物の名称 建築物の位置
建築物の
主たる用途

耐震診断の方法の名称
構造耐力上主要な部分の
地震に対する安全性の評

価の結果

耐震診断の結果（詳細）
Iso=0.6
X方向 ７ 階 Is＝ 0.48 Ctu・SD＝ 0.64

６ 階 Is＝ 0.34 Ctu・SD＝ 0.46
５ 階 Is＝ 0.35 Ctu・SD＝ 0.46
４ 階 Is＝ 0.28 Ctu・SD＝ 0.37
３ 階 Is＝ 0.40 Ctu・SD＝ 0.54
２ 階 Is＝ 0.36 Ctu・SD＝ 0.49
１ 階 Is＝ 0.35 Ctu・SD＝ 0.38

Y方向 ７ 階 Is＝ 0.70 Ctu・SD＝ 0.93
６ 階 Is＝ 0.45 Ctu・SD＝ 0.60
５ 階 Is＝ 0.38 Ctu・SD＝ 0.50
４ 階 Is＝ 0.28 Ctu・SD＝ 0.38
３ 階 Is＝ 0.46 Ctu・SD＝ 0.61
２ 階 Is＝ 0.40 Ctu・SD＝ 0.53
１ 階 Is＝ 0.23 Ctu・SD＝ 0.25

耐震診断の結果（詳細）
Iso=0.8
Ｘ方向 塔屋２ 階 Is＝ 0.89

塔屋１ 階 Is＝ 0.83
Y方向 塔屋２ 階 Is＝ 0.61

塔屋１ 階 Is＝ 0.73
耐震診断の結果（詳細）
Iso=0.6
Ｘ方向 １０ 階 Is＝ 0.42 ｑ＝ 0.67

９ 階 Is＝ 0.42 ｑ＝ 0.67
８ 階 Is＝ 0.42 ｑ＝ 0.67
７ 階 Is＝ 0.42 ｑ＝ 0.67
６ 階 Is＝ 0.42 ｑ＝ 0.67
５ 階 Is＝ 0.42 ｑ＝ 0.67
４ 階 Is＝ 0.42 ｑ＝ 0.67
３ 階 Is＝ 0.42 ｑ＝ 0.67
２ 階 Is＝ 0.42 ｑ＝ 0.67
１ 階 Is＝ 0.20 ｑ＝ 0.67

Y方向 １０ 階 Is＝ 0.42 ｑ＝ 0.67
９ 階 Is＝ 0.42 ｑ＝ 0.67
８ 階 Is＝ 0.42 ｑ＝ 0.67
７ 階 Is＝ 0.42 ｑ＝ 0.67
６ 階 Is＝ 0.42 ｑ＝ 0.67
５ 階 Is＝ 0.42 ｑ＝ 0.67
４ 階 Is＝ 0.42 ｑ＝ 0.67
３ 階 Is＝ 0.42 ｑ＝ 0.67
２ 階 Is＝ 0.42 ｑ＝ 0.67
１ 階 Is＝ 0.20 ｑ＝ 0.67

共同住宅
南区仁保新町二丁目１６６０番地１、
１６６０番地３

上野ビル３
別表2(5-3)
一般財団法人日本建築防災協会による「既存鉄筋コンクリート造建築物の耐震診
断基準」に定める「第2次診断法」（2017年版）

Is=0.23
Is/Iso=0.38
Ctu・SD=0.25

事務所、
共同住宅

南区東雲本町二丁目７１６番地１ＩＳビル４

Is=0.20
q=0.67

Is=0.61

別表2(3-2)
一般財団法人日本建築防災協会による「既存鉄骨造建築物の耐震診断指針」
（2011年版）
ただし、塔屋２階、塔屋１階は「第１次診断」

別表2(3-2)
一般財団法人日本建築防災協会による「既存鉄骨造建築物の耐震診断指針」
（2011年版）



番号
内容 実施時期

耐震改修等の状況
備考

【路線名：国道２号】

建築物の名称 建築物の位置
建築物の
主たる用途

耐震診断の方法の名称
構造耐力上主要な部分の
地震に対する安全性の評

価の結果

耐震診断の結果（詳細）
Iso=0.8
X方向 塔屋２ 階 Is＝ 1.31

塔屋１ 階 Is＝ 0.80
Y方向 塔屋２ 階 Is＝ 0.80

塔屋１ 階 Is＝ 1.60
耐震診断の結果（詳細）
Iso=0.6
X方向 ９ 階 Is＝ 0.46 Ctu・SD＝ 0.45

８ 階 Is＝ 0.33 Ctu・SD＝ 0.32
７ 階 Is＝ 0.31 Ctu・SD＝ 0.31
６ 階 Is＝ 0.33 Ctu・SD＝ 0.32
５ 階 Is＝ 0.32 Ctu・SD＝ 0.31

Y方向 ９ 階 Is＝ 0.33 Ctu・SD＝ 0.32
８ 階 Is＝ 1.42 Ctu・SD＝ 1.36
７ 階 Is＝ 1.06 Ctu・SD＝ 1.02
６ 階 Is＝ 0.95 Ctu・SD＝ 0.90
５ 階 Is＝ 0.63 Ctu・SD＝ 0.61

耐震診断の結果（詳細）
Iso=0.6
X方向 ４ 階 Is＝ 0.54 Ctu・SD＝ 0.42

３ 階 Is＝ 0.58 Ctu・SD＝ 0.44
２ 階 Is＝ 0.53 Ctu・SD＝ 0.27
１ 階 Is＝ 0.90 Ctu・SD＝ 0.68

Y方向 ４ 階 Is＝ 1.05 Ctu・SD＝ 0.79
３ 階 Is＝ 0.92 Ctu・SD＝ 0.69
２ 階 Is＝ 0.88 Ctu・SD＝ 0.66
１ 階 Is＝ 0.66 Ctu・SD＝ 0.50

耐震診断の結果（詳細）
Iso=0.8
X方向 塔屋２ 階 Is＝ 0.35
Y方向 塔屋２ 階 Is＝ 0.44
耐震診断の結果（詳細）
Iso=0.6
X方向 塔屋１ 階 Is＝ 0.82 Ctu・SD＝ 0.79

9 階 Is＝ 1.16 Ctu・SD＝ 0.89
８ 階 Is＝ 0.57 Ctu・SD＝ 0.43
７ 階 Is＝ 0.44 Ctu・SD＝ 0.34
６ 階 Is＝ 0.39 Ctu・SD＝ 0.30
５ 階 Is＝ 0.36 Ctu・SD＝ 0.27
４ 階 Is＝ 0.29 Ctu・SD＝ 0.22
３ 階 Is＝ 0.47 Ctu・SD＝ 0.36
２ 階 Is＝ 0.46 Ctu・SD＝ 0.34
１ 階 Is＝ 0.34 Ctu・SD＝ 0.26

地下１ 階 Is＝ 0.43 Ctu・SD＝ 0.33
Ｙ方向 塔屋１ 階 Is＝ 0.65 Ctu・SD＝ 0.63

9 階 Is＝ 0.74 Ctu・SD＝ 0.56
８ 階 Is＝ 0.69 Ctu・SD＝ 0.52
７ 階 Is＝ 0.67 Ctu・SD＝ 0.51
６ 階 Is＝ 0.58 Ctu・SD＝ 0.44
５ 階 Is＝ 0.53 Ctu・SD＝ 0.41
４ 階 Is＝ 0.38 Ctu・SD＝ 0.28
３ 階 Is＝ 0.38 Ctu・SD＝ 0.29
２ 階 Is＝ 0.36 Ctu・SD＝ 0.27
１ 階 Is＝ 0.37 Ctu・SD＝ 0.28

地下１ 階 Is＝ 0.32 Ctu・SD＝ 0.24

別表2(5-3)
一般財団法人日本建築防災協会による「既存鉄筋コンクリート造建築物の耐震診
断基準」に定める「第2次診断法」（2017年版）

別表2(5-3)
一般財団法人日本建築防災協会による「既存鉄筋コンクリート造建築物の耐震診
断基準」に定める「第2次診断法」（2017年版）
ただし、塔屋２階、塔屋１階は「第１次診断」

Is=0.53
Is/Iso=0.88
Ctu・SD=0.27

Is=0.31
Is/Iso=0.51
Ctu・SD=0.31

Is=0.80
Is/Iso=1.00

６
共同住宅、
事務所、
店舗

Is=0.35
Is/Iso=0.43

Is=0.29
Is/Iso=0.48
Ctu・SD=0.22

別表2(5-6)
一般財団法人日本建築防災協会による「既存鉄骨鉄筋コンクリート造建築物の耐
震診断基準」に定める「第2次診断法」（2009年版）
鉄骨が充腹材の場合　ただし、塔屋２階は「第１次診断」

別表2(5-6)
一般財団法人日本建築防災協会による「既存鉄骨鉄筋コンクリート造建築物の耐
震診断基準」に定める「第2次診断法」（2009年版）
鉄骨が充腹材の場合

５
共同住宅、
店舗

中区昭和町８番５パラッシオ昭和町

別表2(5-6)
一般財団法人日本建築防災協会による「既存鉄骨鉄筋コンクリート造建築物の耐
震診断基準」に定める「第2次診断法」（2009年版）
鉄骨が充腹材の場合

中区舟入本町７ー２２平和ビル



番号
内容 実施時期

耐震改修等の状況
備考

【路線名：国道２号】

建築物の名称 建築物の位置
建築物の
主たる用途

耐震診断の方法の名称
構造耐力上主要な部分の
地震に対する安全性の評

価の結果

耐震診断の結果（詳細）
Iso=0.6
Ｘ方向 塔屋 階 Is＝ 1.18 Ctu・SD＝ 0.93

１０ 階 Is＝ 1.37 Ctu・SD＝ 1.08
９ 階 Is＝ 0.80 Ctu・SD＝ 0.63
８ 階 Is＝ 0.65 Ctu・SD＝ 0.51
７ 階 Is＝ 0.57 Ctu・SD＝ 0.45
６ 階 Is＝ 0.51 Ctu・SD＝ 0.40
５ 階 Is＝ 0.52 Ctu・SD＝ 0.41
４ 階 Is＝ 0.51 Ctu・SD＝ 0.40
３ 階 Is＝ 0.42 Ctu・SD＝ 0.33
２ 階 Is＝ 0.45 Ctu・SD＝ 0.45
１ 階 Is＝ 0.64 Ctu・SD＝ 0.49

Y方向 塔屋 階 Is＝ 1.06 Ctu・SD＝ 0.49
１０ 階 Is＝ 1.37 Ctu・SD＝ 1.02
９ 階 Is＝ 0.86 Ctu・SD＝ 0.65
８ 階 Is＝ 0.69 Ctu・SD＝ 0.53
７ 階 Is＝ 0.67 Ctu・SD＝ 0.52
６ 階 Is＝ 0.58 Ctu・SD＝ 0.45
５ 階 Is＝ 0.56 Ctu・SD＝ 0.44
４ 階 Is＝ 0.51 Ctu・SD＝ 0.40
３ 階 Is＝ 0.37 Ctu・SD＝ 0.29
２ 階 Is＝ 0.63 Ctu・SD＝ 0.49
１ 階 Is＝ 0.50 Ctu・SD＝ 0.39

耐震診断の結果（詳細）
Iso=0.8
Ｘ方向 塔屋２ 階 Is＝ 0.75

塔屋１ 階 Is＝ 1.81
Y方向 塔屋２ 階 Is＝ 0.94

塔屋１ 階 Is＝ 1.07
耐震診断の結果（詳細）
Iso=0.6
Ｘ方向 ７ 階 Is＝ 0.45 Ctu・SD＝ 0.46

６ 階 Is＝ 0.35 Ctu・SD＝ 0.35
５ 階 Is＝ 0.32 Ctu・SD＝ 0.32
４ 階 Is＝ 0.27 Ctu・SD＝ 0.27
３ 階 Is＝ 0.24 Ctu・SD＝ 0.24
２ 階 Is＝ 0.24 Ctu・SD＝ 0.23
１ 階 Is＝ 0.35 Ctu・SD＝ 0.35

Y方向 ７ 階 Is＝ 1.55 Ctu・SD＝ 1.54
６ 階 Is＝ 1.01 Ctu・SD＝ 1.01
５ 階 Is＝ 0.82 Ctu・SD＝ 0.82
４ 階 Is＝ 0.65 Ctu・SD＝ 0.65
３ 階 Is＝ 0.67 Ctu・SD＝ 0.66
２ 階 Is＝ 0.30 Ctu・SD＝ 0.31
１ 階 Is＝ 0.10 Ctu・SD＝ 0.10

耐震診断の結果（詳細）
Iso=0.8
Ｘ方向 塔屋 階 Is＝ 0.77
Y方向 塔屋 階 Is＝ 1.32
耐震診断の結果（詳細）
Iso=0.6
Ｘ方向 ５ 階 Is＝ 0.92 Is＝ 0.90

４ 階 Is＝ 0.63 Is＝ 0.60
３ 階 Is＝ 0.61 Is＝ 0.59
２ 階 Is＝ 0.47 Is＝ 0.45
１ 階 Is＝ 0.27 Ctu・SD＝ 0.26

Y方向 ５ 階 Is＝ 0.59 Ctu・SD＝ 0.57
４ 階 Is＝ 0.41 Ctu・SD＝ 0.39
３ 階 Is＝ 0.36 Ctu・SD＝ 0.36
２ 階 Is＝ 0.32 Ctu・SD＝ 0.31
１ 階 Is＝ 0.73 Ctu・SD＝ 0.70

Is=0.10
Is/Iso=0.16
Ctu・SD=0.10

Is=0.75
Is/Iso=0.93

Is=0.37
Is/Iso=0.61
Ctu・SD=0.29

別表2(5-6)
一般財団法人日本建築防災協会による「既存鉄骨鉄筋コンクリート造建築物の耐
震診断基準」に定める「第2次診断法」（2009年版）
鉄骨が非充腹材の場合

７
事務所、
共同住宅

南区東雲三丁目７番１２号

でしおドルフ８

別表2(5-3)
一般財団法人日本建築防災協会による「既存鉄筋コンクリート造建築物の耐震診
断基準」に定める「第2次診断法」（2017年版）

別表2(5-3)
一般財団法人日本建築防災協会による「既存鉄筋コンクリート造建築物の耐震診
断基準」に定める「第2次診断法」（2017年版）
ただし、塔屋階は「第1次診断法」

イーストクラウド 南区東雲本町三丁目６６４番地１
店舗、
住宅

９

南区出汐四丁目６７８番地１、６７６
番地１

別表2(5-3)
一般財団法人日本建築防災協会による「既存鉄筋コンクリート造建築物の耐震診
断基準」に定める「第2次診断法」（2017年版）

別表2(5-3)
一般財団法人日本建築防災協会による「既存鉄筋コンクリート造建築物の耐震診
断基準」に定める「第2次診断法」（2017年版）

ピアザ昭和

Is=0.27
Is/Iso=0.45
Ctu・SD=0.26

Is=0.77
Is/Iso=0.96

店舗、
共同住宅



番号
内容 実施時期

耐震改修等の状況
備考

【路線名：国道２号】

建築物の名称 建築物の位置
建築物の
主たる用途

耐震診断の方法の名称
構造耐力上主要な部分の
地震に対する安全性の評

価の結果

耐震診断の結果（詳細）
Iso=0.6
Ｘ方向 塔屋 階 Is＝ 1.02 Ctu・SD＝ 0.68

７ 階 Is＝ 0.37 Ctu・SD＝ 0.37
６ 階 Is＝ 0.26 Ctu・SD＝ 0.26
５ 階 Is＝ 0.28 Ctu・SD＝ 0.28
４ 階 Is＝ 0.30 Ctu・SD＝ 0.29
３ 階 Is＝ 0.29 Ctu・SD＝ 0.29
２ 階 Is＝ 0.34 Ctu・SD＝ 0.34
１ 階 Is＝ 0.26 Ctu・SD＝ 0.26

Y方向 塔屋 階 Is＝ 0.71 Ctu・SD＝ 0.70
７ 階 Is＝ 1.03 Ctu・SD＝ 1.02
６ 階 Is＝ 0.66 Ctu・SD＝ 0.66
５ 階 Is＝ 0.54 Ctu・SD＝ 0.54
４ 階 Is＝ 0.49 Ctu・SD＝ 0.49
３ 階 Is＝ 0.55 Ctu・SD＝ 0.55
２ 階 Is＝ 0.59 Ctu・SD＝ 0.59
１ 階 Is＝ 0.65 Ctu・SD＝ 0.65

除却済

別表2(5-3)
一般財団法人日本建築防災協会による「既存鉄筋コンクリート造建築物の耐震診
断基準」に定める「第2次診断法」（2017年版）

共同住宅、
事務所

中区舟入中町７番地４、７番地５
Is=0.26
Is/Iso=0.43
Ctu・SD=0.26

別表2(3-2)
一般財団法人日本建築防災協会による「既存鉄骨造建築物の耐震診断指針」
（2011年版）

事務所、
診療所

中区大手町五丁目２ー１７鷹の橋パーキングビル１０

１２

別表2(5-3)
一般財団法人日本建築防災協会による「既存鉄筋コンクリート造建築物の耐震診
断基準」に定める「第2次診断法」（2017年版）
ただし、塔屋階は「第1次診断法」

新光ビル１１

倉庫、
事務所、
共同住宅

除却済
南区仁保新町二丁目１９８８の１及
３、１９９３の１及３

第２小谷ビル



番号
内容 実施時期

耐震改修等の状況
備考

【路線名：国道２号】

建築物の名称 建築物の位置
建築物の
主たる用途

耐震診断の方法の名称
構造耐力上主要な部分の
地震に対する安全性の評

価の結果

耐震診断の結果（詳細）
Iso=0.6
Ｘ方向 塔屋２ 階 Is＝ 0.76 Ctu・SD＝ 0.76

塔屋１ 階 Is＝ 0.23 Ctu・SD＝ 0.24
５ 階 Is＝ 0.35 Ctu・SD＝ 0.36
４ 階 Is＝ 0.28 Ctu・SD＝ 0.28
３ 階 Is＝ 0.29 Ctu・SD＝ 0.30
２ 階 Is＝ 0.26 Ctu・SD＝ 0.27
１ 階 Is＝ 0.30 Ctu・SD＝ 0.31

Y方向 塔屋２ 階 Is＝ 2.02 Ctu・SD＝ 2.03
塔屋１ 階 Is＝ 1.35 Ctu・SD＝ 1.35

５ 階 Is＝ 0.54 Ctu・SD＝ 0.68
４ 階 Is＝ 0.56 Ctu・SD＝ 0.57
３ 階 Is＝ 0.57 Ctu・SD＝ 0.58
２ 階 Is＝ 0.35 Ctu・SD＝ 0.36
１ 階 Is＝ 0.31 Ctu・SD＝ 0.40

耐震診断の結果（詳細）
Iso=0.72
Ｘ方向 塔屋 階 Is＝ 0.73
Y方向 塔屋 階 Is＝ 0.78
耐震診断の結果（詳細）
Iso=0.54
Ｘ方向 ６ 階 Is＝ 0.43 Ctu・SD＝ 0.57

５ 階 Is＝ 0.32 Ctu・SD＝ 0.43
４ 階 Is＝ 0.19 Ctu・SD＝ 0.25
３ 階 Is＝ 0.24 Ctu・SD＝ 0.25
２ 階 Is＝ 0.25 Ctu・SD＝ 0.26
１ 階 Is＝ 0.32 Ctu・SD＝ 0.34

Y方向 ６ 階 Is＝ 0.42 Ctu・SD＝ 0.44
５ 階 Is＝ 0.33 Ctu・SD＝ 0.34
４ 階 Is＝ 0.25 Ctu・SD＝ 0.26
３ 階 Is＝ 0.22 Ctu・SD＝ 0.23
２ 階 Is＝ 0.20 Ctu・SD＝ 0.21
１ 階 Is＝ 0.22 Ctu・SD＝ 0.30

耐震診断の結果（詳細）
Iso=0.6
Ｘ方向 塔屋２ 階 Is＝ 0.99 Ctu・SD＝ 0.76

塔屋１ 階 Is＝ 0.74 Ctu・SD＝ 0.57
１０ 階 Is＝ 1.18 Ctu・SD＝ 0.90
９ 階 Is＝ 0.73 Ctu・SD＝ 0.56
８ 階 Is＝ 0.63 Ctu・SD＝ 0.48
７ 階 Is＝ 0.61 Ctu・SD＝ 0.47
６ 階 Is＝ 0.55 Ctu・SD＝ 0.42
５ 階 Is＝ 0.24 Ctu・SD＝ 0.18
４ 階 Is＝ 0.39 Ctu・SD＝ 0.30
３ 階 Is＝ 0.36 Ctu・SD＝ 0.28
２ 階 Is＝ 0.36 Ctu・SD＝ 0.28
１ 階 Is＝ 0.36 Ctu・SD＝ 0.27

Y方向 塔屋２ 階 Is＝ 0.58 Ctu・SD＝ 0.44
塔屋１ 階 Is＝ 0.44 Ctu・SD＝ 0.33
１０ 階 Is＝ 0.78 Ctu・SD＝ 0.59
９ 階 Is＝ 0.71 Ctu・SD＝ 0.54
８ 階 Is＝ 0.67 Ctu・SD＝ 0.51
７ 階 Is＝ 0.65 Ctu・SD＝ 0.49
６ 階 Is＝ 0.58 Ctu・SD＝ 0.44
５ 階 Is＝ 0.58 Ctu・SD＝ 0.44
４ 階 Is＝ 0.60 Ctu・SD＝ 0.46
３ 階 Is＝ 0.55 Ctu・SD＝ 0.42
２ 階 Is＝ 0.45 Ctu・SD＝ 0.34
１ 階 Is＝ 0.27 Ctu・SD＝ 0.21

１４ 堀田建設㈱本社ビル
Is=0.19
Is/Iso=0.35
Ctu・SD=0.21

事務所、
共同住宅

南区出汐二丁目８２９番地３

事務所、
共同住宅

中区大手町五丁目３番１０、１１

Is=0.73
Is/Iso=1.01

南区仁保新町一丁目１２０９－１

Is=0.24
Is/Iso=0.40
Ctu・SD=0.18

別表2(5-6)
一般財団法人日本建築防災協会による「既存鉄骨鉄筋コンクリート造建築物の耐
震診断基準」に定める「第2次診断法」（2009年版）
鉄骨が充腹材の場合

富士開発ビル

田口ビル
Is=0.26
Is/Iso=0.43
Ctu・SD=0.27

別表2(5-3)
一般財団法人日本建築防災協会による「既存鉄筋コンクリート造建築物の耐震診
断基準」に定める「第2次診断法」（2001年版）

事務所、
共同住宅

１５

別表2(5-3)
一般財団法人日本建築防災協会による「既存鉄筋コンクリート造建築物の耐震診
断基準」に定める「第2次診断法」（2001年版）
ただし、塔屋階は「第1次診断法」

１３



番号
内容 実施時期

耐震改修等の状況
備考

【路線名：国道２号】

建築物の名称 建築物の位置
建築物の
主たる用途

耐震診断の方法の名称
構造耐力上主要な部分の
地震に対する安全性の評

価の結果

耐震診断の結果（詳細）
Iso=0.72
X方向 塔屋（１） Is＝ 1.38

塔屋（２） Is＝ 2.38
Y方向 塔屋（１） Is＝ 1.88

塔屋（２） Is＝ 2.50
耐震診断の結果（詳細）
Iso=0.54
X方向 ９ 階 Is＝ 0.80 Ctu・SD＝ 0.23

８ 階 Is＝ 0.50 Ctu・SD＝ 0.15
７ 階 Is＝ 0.51 Ctu・SD＝ 0.16
６ 階 Is＝ 0.52 Ctu・SD＝ 0.18
５ 階 Is＝ 0.51 Ctu・SD＝ 0.17
４ 階 Is＝ 0.49 Ctu・SD＝ 0.17
３ 階 Is＝ 0.59 Ctu・SD＝ 0.24
２ 階 Is＝ 0.55 Ctu・SD＝ 0.23
１ 階 Is＝ 0.60 Ctu・SD＝ 0.24

Y方向 ９ 階 Is＝ 0.58 Ctu・SD＝ 0.24
８ 階 Is＝ 0.49 Ctu・SD＝ 0.20
７ 階 Is＝ 0.48 Ctu・SD＝ 0.19
６ 階 Is＝ 0.51 Ctu・SD＝ 0.20
５ 階 Is＝ 0.49 Ctu・SD＝ 0.20
４ 階 Is＝ 0.45 Ctu・SD＝ 0.18
３ 階 Is＝ 0.34 Ctu・SD＝ 0.13
２ 階 Is＝ 0.31 Ctu・SD＝ 0.11
１ 階 Is＝ 0.26 Ctu・SD＝ 0.22

耐震診断の結果（詳細）
Iso=0.72
X方向 地下 階 Is＝ 1.20
Y方向 地下 階 Is＝ 1.05
耐震診断の結果（詳細）
Iso=0.8
X方向 塔屋 階 Is＝ 0.95
Y方向 塔屋 階 Is＝ 0.80
耐震診断の結果（詳細）
Iso=0.6
X方向 ９ 階 Is＝ 0.07 Ctu・SD＝ 0.04

８ 階 Is＝ 0.11 Ctu・SD＝ 0.07
７ 階 Is＝ 0.15 Ctu・SD＝ 0.08
６ 階 Is＝ 0.15 Ctu・SD＝ 0.09
５ 階 Is＝ 0.50 Ctu・SD＝ 0.38
４ 階 Is＝ 0.24 Ctu・SD＝ 0.18
３ 階 Is＝ 0.33 Ctu・SD＝ 0.26
２ 階 Is＝ 0.31 Ctu・SD＝ 0.24
１ 階 Is＝ 0.19 Ctu・SD＝ 0.19

Y方向 ９ 階 Is＝ 0.20 Ctu・SD＝ 0.20
８ 階 Is＝ 0.32 Ctu・SD＝ 0.18
７ 階 Is＝ 0.22 Ctu・SD＝ 0.17
６ 階 Is＝ 0.18 Ctu・SD＝ 0.14
５ 階 Is＝ 0.41 Ctu・SD＝ 0.32
４ 階 Is＝ 0.38 Ctu・SD＝ 0.29
３ 階 Is＝ 0.46 Ctu・SD＝ 0.35
２ 階 Is＝ 0.32 Ctu・SD＝ 0.24
１ 階 Is＝ 0.18 Ctu・SD＝ 0.14

耐震診断の結果（詳細）
Iso=1.0
X方向 地下１ 階 Is＝ 1.52
Y方向 地下１ 階 Is＝ 1.31

Is=0.80
Is/Iso=1.00

Is=0.07
Is/Iso=0.11
Ctu・SD=0.04

Is=1.31

中区舟入中町１１番

別表2(4-2)
一般財団法人日本建築防災協会による「既存鉄骨鉄筋コンクリート造建築物の耐
震診断基準」に定める「第1次診断法」により想定する地震動に対して所要の耐震
性を確保していることを確認する方法　ただし、塔屋階は「第1次診断法」

別表2(5-6)
一般財団法人日本建築防災協会による「既存鉄骨鉄筋コンクリート造建築物の耐
震診断基準」に定める「第2次診断法」（2009年版）
鉄骨が充腹材の場合

Is=1.38
Is/Iso=1.91

Is=0.26
Is/Iso=0.48
Ctu・SD=0.11

中区大手町五丁目３ー１６

Is=1.05
Is/Iso=1.45

ＹＳビル
車庫、
事務所、
共同住宅

共同住宅、
事務所

別表2(6)
一般財団法人建築保全センターによる「官庁施設の総合耐震診断基準」

１６

別表2(5-6)
一般財団法人日本建築防災協会による「既存鉄骨鉄筋コンクリート造建築物の耐
震診断基準」に定める「第3次診断法」（2009年版）
鉄骨が充腹材の場合
ただし、塔屋（１）、塔屋（２）、地下階は「第1次診断法」

１７ 共同住宅、事務所ビル



番号
内容 実施時期

耐震改修等の状況
備考

【路線名：国道２号】

建築物の名称 建築物の位置
建築物の
主たる用途

耐震診断の方法の名称
構造耐力上主要な部分の
地震に対する安全性の評

価の結果

耐震診断の結果（詳細）
Iso=0.54
X方向 塔屋 階 Is＝ 1.84 Ctu・SD＝ 1.96

６ 階 Is＝ 1.00 Ctu・SD＝ 1.07
５ 階 Is＝ 0.66 Ctu・SD＝ 0.70
４ 階 Is＝ 0.49 Ctu・SD＝ 0.52
３ 階 Is＝ 0.46 Ctu・SD＝ 0.49
２ 階 Is＝ 0.41 Ctu・SD＝ 0.44
１ 階 Is＝ 0.46 Ctu・SD＝ 0.49

Y方向 塔屋 階 Is＝ 1.30 Ctu・SD＝ 0.68
６ 階 Is＝ 0.61 Ctu・SD＝ 0.28
５ 階 Is＝ 0.31 Ctu・SD＝ 0.28
４ 階 Is＝ 0.38 Ctu・SD＝ 0.20
３ 階 Is＝ 0.32 Ctu・SD＝ 0.28
２ 階 Is＝ 0.28 Ctu・SD＝ 0.26
１ 階 Is＝ 0.27 Ctu・SD＝ 0.29

耐震診断の結果（詳細）
Iso=0.8
X方向 塔屋 階 Is＝ 2.95
Y方向 塔屋 階 Is＝ 1.51
耐震診断の結果（詳細）
Iso=0.6
X方向 ６ 階 Is＝ 0.33 Ctu・SD＝ 0.34

５ 階 Is＝ 0.71 Ctu・SD＝ 0.72
４ 階 Is＝ 0.44 Ctu・SD＝ 0.46
３ 階 Is＝ 0.33 Ctu・SD＝ 0.35
２ 階 Is＝ 0.28 Ctu・SD＝ 0.37
１ 階 Is＝ 0.22 Ctu・SD＝ 0.28

Y方向 ６ 階 Is＝ 0.52 Ctu・SD＝ 0.34
５ 階 Is＝ 0.43 Ctu・SD＝ 0.45
４ 階 Is＝ 0.46 Ctu・SD＝ 0.48
３ 階 Is＝ 0.45 Ctu・SD＝ 0.47
２ 階 Is＝ 0.50 Ctu・SD＝ 0.52
１ 階 Is＝ 0.30 Ctu・SD＝ 0.31

耐震診断の結果（詳細）
Iso=0.6
X方向 塔屋２ 階 Is＝ 0.27 Ctu・SD＝ 0.25

塔屋１ 階 Is＝ 0.08 Ctu・SD＝ 0.11
6 階 Is＝ 0.20 Ctu・SD＝ 0.21
５ 階 Is＝ 0.21 Ctu・SD＝ 0.18
４ 階 Is＝ 0.15 Ctu・SD＝ 0.16
３ 階 Is＝ 0.17 Ctu・SD＝ 0.18
２ 階 Is＝ 0.20 Ctu・SD＝ 0.20
１ 階 Is＝ 0.28 Ctu・SD＝ 0.29

Y方向 塔屋２ 階 Is＝ 1.02 Ctu・SD＝ 0.68
塔屋１ 階 Is＝ 0.24 Ctu・SD＝ 0.25

6 階 Is＝ 0.29 Ctu・SD＝ 0.30
５ 階 Is＝ 0.18 Ctu・SD＝ 0.23
４ 階 Is＝ 0.16 Ctu・SD＝ 0.20
３ 階 Is＝ 0.21 Ctu・SD＝ 0.22
２ 階 Is＝ 0.38 Ctu・SD＝ 0.38
１ 階 Is＝ 0.19 Ctu・SD＝ 0.20

西区南観音三丁目７１５番地３、７１
４番地１、７１４番地５、７１４番地６、
７１４番地７、７１４番地８、７１４番地
９、７１４番地１０、７１５番地１、７１５
番地４

田中興産本社ビル

第三山下ビル
Is=0.27
Is/Iso=0.50
Ctu・SD=0.20

Is=0.08
Is/Iso=0.13
Ctu・SD=0.11

別表2(5-3)
一般財団法人日本建築防災協会による「既存鉄筋コンクリート造建築物の耐震診
断基準」に定める「第2次診断法」（2001年版）

店舗、
事務所、
共同住宅

別表2(5-3)
一般財団法人日本建築防災協会による「既存鉄筋コンクリート造建築物の耐震診
断基準」に定める「第2次診断法」（2001年版）

西区観音本町二丁目１３番地２、１３
番地１、１３番地１１

病院

Is=0.22
Is/Iso=0.36
Ctu・SD=0.28

別表2(5-3)
一般財団法人日本建築防災協会による「既存鉄筋コンクリート造建築物の耐震診
断基準」に定める「第2次診断法」（2001年版）

Is=1.51
Is/Iso=1.88

別表2(5-3)
一般財団法人日本建築防災協会による「既存鉄筋コンクリート造建築物の耐震診
断基準」に定める「第2次診断法」（2001年版）
ただし、塔屋階は「第1次診断法」

２０

１８

医療法人社団成仁会　中高下整形外科医院１９

店舗、
共同住宅

西区観音本町一丁目１５番地１０、１
５番地１１



番号
内容 実施時期

耐震改修等の状況
備考

【路線名：国道２号】

建築物の名称 建築物の位置
建築物の
主たる用途

耐震診断の方法の名称
構造耐力上主要な部分の
地震に対する安全性の評

価の結果

耐震診断の結果（詳細）
Iso=0.8
X方向 塔屋 階 Is＝ 0.91
Y方向 塔屋 階 Is＝ 1.01
耐震診断の結果（詳細）
Iso=0.6
X方向 １０ 階 Is＝ 0.26 Ctu・SD＝ 0.26

９ 階 Is＝ 0.26 Ctu・SD＝ 0.32
８ 階 Is＝ 0.26 Ctu・SD＝ 0.31
７ 階 Is＝ 0.27 Ctu・SD＝ 0.33

Y方向 １０ 階 Is＝ 0.68 Ctu・SD＝ 0.67
９ 階 Is＝ 0.68 Ctu・SD＝ 0.67
８ 階 Is＝ 0.69 Ctu・SD＝ 0.68
７ 階 Is＝ 0.68 Ctu・SD＝ 0.67

耐震診断の結果（詳細）
Iso=0.6
X方向 ６ 階 Is＝ 0.27 Ctu・SD＝ 0.24

５ 階 Is＝ 0.26 Ctu・SD＝ 0.22
４ 階 Is＝ 0.26 Ctu・SD＝ 0.22
３ 階 Is＝ 0.36 Ctu・SD＝ 0.26
２ 階 Is＝ 0.47 Ctu・SD＝ 0.32
１ 階 Is＝ 0.60 Ctu・SD＝ 0.41

Y方向 ６ 階 Is＝ 0.87 Ctu・SD＝ 0.59
５ 階 Is＝ 0.87 Ctu・SD＝ 0.59
４ 階 Is＝ 0.87 Ctu・SD＝ 0.59
３ 階 Is＝ 0.87 Ctu・SD＝ 0.59
２ 階 Is＝ 0.87 Ctu・SD＝ 0.59
１ 階 Is＝ 0.89 Ctu・SD＝ 0.61

耐震診断の結果（詳細）
Iso=0.6
Ｘ方向 塔屋３ 階 Is＝ 1.72 ｑ＝ 2.75

塔屋２ 階 Is＝ 0.80 ｑ＝ 1.29
塔屋１ 階 Is＝ 0.46 ｑ＝ 0.75
１１ 階 Is＝ 0.34 ｑ＝ 0.54
１０ 階 Is＝ 0.42 ｑ＝ 0.67
９ 階 Is＝ 0.45 ｑ＝ 0.73
８ 階 Is＝ 0.48 ｑ＝ 0.76
７ 階 Is＝ 0.49 ｑ＝ 0.78
６ 階 Is＝ 0.50 ｑ＝ 0.80
５ 階 Is＝ 0.51 ｑ＝ 0.81
４ 階 Is＝ 0.51 ｑ＝ 0.82
３ 階 Is＝ 0.52 ｑ＝ 0.83
２ 階 Is＝ 0.52 ｑ＝ 0.83
１ 階 Is＝ 0.47 ｑ＝ 0.83

Y方向 塔屋３ 階 Is＝ 1.21 ｑ＝ 1.94
塔屋２ 階 Is＝ 0.56 ｑ＝ 0.91
塔屋１ 階 Is＝ 0.37 ｑ＝ 0.60
１１ 階 Is＝ 0.32 ｑ＝ 0.51
１０ 階 Is＝ 0.39 ｑ＝ 0.63
９ 階 Is＝ 0.43 ｑ＝ 0.69
８ 階 Is＝ 0.45 ｑ＝ 0.72
７ 階 Is＝ 0.46 ｑ＝ 0.74
６ 階 Is＝ 0.47 ｑ＝ 0.75
５ 階 Is＝ 0.48 ｑ＝ 0.77
４ 階 Is＝ 0.48 ｑ＝ 0.77
３ 階 Is＝ 0.46 ｑ＝ 0.73
２ 階 Is＝ 0.49 ｑ＝ 0.78
１ 階 Is＝ 0.45 ｑ＝ 0.79

Is=0.32
q=0.51

別表2(3-2)
一般財団法人日本建築防災協会による「既存鉄骨造建築物の耐震診断指針」
（2011年版）

共同住宅・車
庫

中区舟入本町７番２８号

共同住宅
西区南観音三丁目７２１番地１６、７
２１番地９、７２１番地１７

バリュービル観音

２２

２１

Is=0.26
Is/Iso=0.43
Ctu・SD=0.22

Is=0.26
Is/Iso=0.43
Ctu・SD=0.26

Is=0.91
Is/Iso=1.13

別表2(5-6)
一般財団法人日本建築防災協会による「既存鉄骨鉄筋コンクリート造建築物の耐
震診断基準」に定める「第2次診断法」（2009年版）
鉄骨が充腹材の場合

別表2(5-3)
一般財団法人日本建築防災協会による「既存鉄筋コンクリート造建築物の耐震診
断基準」に定める「第2次診断法」（2001年版）

別表2(5-3)
一般財団法人日本建築防災協会による「既存鉄筋コンクリート造建築物の耐震診
断基準」に定める「第1次診断法」（2001年版）

グレイス舟入



番号
内容 実施時期

耐震改修等の状況
備考

【路線名：国道２号】

建築物の名称 建築物の位置
建築物の
主たる用途

耐震診断の方法の名称
構造耐力上主要な部分の
地震に対する安全性の評

価の結果

耐震診断の結果（詳細）：高層棟
Iso=0.8
X方向 塔屋２ 階 Is＝ 1.90

塔屋１ 階 Is＝ 0.47
Y方向 塔屋２ 階 Is＝ 0.96

塔屋１ 階 Is＝ 0.69
耐震診断の結果（詳細）：高層棟
Iso=0.6
Ｘ方向 １３ 階 Is＝ 0.32 ｑ＝ 1.32

１２ 階 Is＝ 0.31 ｑ＝ 1.30
１１ 階 Is＝ 0.23 ｑ＝ 0.95
１０ 階 Is＝ 0.25 ｑ＝ 1.05
９ 階 Is＝ 0.23 ｑ＝ 0.96
８ 階 Is＝ 0.24 ｑ＝ 0.99
７ 階 Is＝ 0.20 ｑ＝ 0.83
６ 階 Is＝ 0.23 ｑ＝ 0.94
５ 階 Is＝ 0.20 ｑ＝ 0.83
４ 階 Is＝ 0.23 ｑ＝ 0.95
３ 階 Is＝ 0.26 ｑ＝ 1.10
２ 階 Is＝ 0.30 ｑ＝ 1.22
１ 階 Is＝ 0.28 ｑ＝ 1.19

Y方向 １３ 階 Is＝ 0.53 ｑ＝ 0.85
１２ 階 Is＝ 0.65 ｑ＝ 1.05
１１ 階 Is＝ 0.61 ｑ＝ 0.98
１０ 階 Is＝ 0.64 ｑ＝ 1.03
９ 階 Is＝ 0.55 ｑ＝ 0.89
８ 階 Is＝ 0.58 ｑ＝ 0.94
７ 階 Is＝ 0.61 ｑ＝ 0.98
６ 階 Is＝ 0.61 ｑ＝ 1.00
５ 階 Is＝ 0.63 ｑ＝ 1.02
４ 階 Is＝ 0.63 ｑ＝ 1.02
３ 階 Is＝ 0.67 ｑ＝ 1.08
２ 階 Is＝ 0.20 ｑ＝ 0.81
１ 階 Is＝ 0.18 ｑ＝ 0.74

耐震診断の結果（詳細）：低層棟
Iso=0.6
X方向 ２ 階 Is＝ 3.01 ｑ＝ 4.16

１ 階 Is＝ 0.62 ｑ＝ 2.09
Y方向 ２ 階 Is＝ 1.03 ｑ＝ 4.72

１ 階 Is＝ 0.45 ｑ＝ 2.08

別表2(5-3)
一般財団法人日本建築防災協会による「既存鉄筋コンクリート造建築物の耐震診
断基準」に定める「第1次診断法」（2001年版）

Is=0.47
Is/Iso=0.58

Is=0.18
q=0.74

２３ パラッシオ国泰寺 中区国泰寺町二丁目２番２８号 共同住宅

別表2(3-2)
一般財団法人日本建築防災協会による「既存鉄骨造建築物の耐震診断指針」
（2011年版）

別表2(3-2)
一般財団法人日本建築防災協会による「既存鉄骨造建築物の耐震診断指針」
（2011年版）

Is=0.45
q=2.08

２４ 広島国泰寺ビル 中区国泰寺町二丁目１番２１号
共同住宅、
事務所、
店舗

別表2(5-3)
一般財団法人日本建築防災協会による「既存鉄筋コンクリート造建築物の耐震診
断基準」に定める「第2次診断法」（2001年版、2017年版）

除却済

別表2(5-3)
一般財団法人日本建築防災協会による「既存鉄筋コンクリート造建築物の耐震診
断基準」に定める「第2次診断法」（2001年版、2017年版）

別表2(5-6)
一般財団法人日本建築防災協会による「既存鉄骨鉄筋コンクリート造建築物の耐
震診断基準」に定める「第2次診断法」（2009年版）
鉄骨が充腹材の場合



番号
内容 実施時期

耐震改修等の状況
備考

【路線名：国道２号】

建築物の名称 建築物の位置
建築物の
主たる用途

耐震診断の方法の名称
構造耐力上主要な部分の
地震に対する安全性の評

価の結果

２６ 南区仁保２丁目５番１号 通信用建物

２５ メンタルヘルスひじやま 南区上東雲町３番１号

診療所、
デイケア施
設、
社会福祉施
設

別表2(5-3)
一般財団法人日本建築防災協会による「既存鉄筋コンクリート造建築物の耐震診
断基準」に定める「第2次診断法」（2001年版）

除却済

ＮＴＴ仁保ビル

「時刻歴応答計算検証建築物に係る建築物の耐震改修の
促進に関する法律の運用について（技術的助言）平成26年
2月10日　国住指第3860号」による報告
長周期地震動に対する検証がなされている建築物


